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１１    バル三重教バル三重教「グローバル三重教育プラン」の策定について「グローバル三重教育プラン」の策定について    

 

社会、経済等のあらゆる面においてグローバル化が急速に進展する中、国際的な

舞台で積極的に活躍・発信する力が求められるとともに、国内・県内にあっても、

グローバルな視野（地球的視野）に立って自らの考えや意見を適切に伝え、日本人・

三重県民としてのアイデンティティーを持ちながら、異なる文化・伝統に立脚する

人々と共生できる能力や態度を身につけることが求められる。 

 

このことを踏まえると、グローバル社会において特に求められる力としては、大

きく、以下の３点に整理できる。 

 

① 「主体性」（ cIndependence）    

超高齢社会をはじめ、我が国が「課題先進国」としてさまざまな課題に直面す

る中、私たち一人ひとりが、高い志を持ち、さまざまな課題に対して自ら考え挑

戦し、立ちはだかる壁を乗り越え、未来を切り拓いていく力。 

         

②「②「共 育共 育

きょういく

力力」」」」（（（（CoCoCoCo-- rowtrowtgrowthgrowth））    

私たち一人ひとりが、郷土への愛着と誇りを持ちながら、それぞれのアイデン

ティティーを確立・確認し、それを心の土壌として、異なる文化・伝統に立脚す

る人々とも協働しながら共に成長し、未来を創造していく力。 

 

③「語学力」（（E sEnglish）    

グローバル化が急速に進展し、異なる文化の共存も含め、持続可能な発展に

向けた相互理解や国際協力等が求められる中、語学力、とりわけ国際的共通語

となっている「英語」によりコミュニケーションを図り行動する力。 

 

   「グローバル三重教育プラン－三重から世界へ、その先へ－」は、三重県として、

グローバル社会において求められる上記の３つの力を重視するとともに、三重県民

としてこれらの力をバランスよく身につけ、生涯にわたりこれらの力を高めていく

ための具体的な方向性を示し、取組を進めることにより、三重県が国内外で信頼さ

れ「選ばれる地域」となることを目指すものである。 

    

    

    

    

    

        



 

 

    

２２    おける取組おける取組三重県における取組の現状と課題三重県における取組の現状と課題    

 

て「主体性（１）主として「主体性」及び「共育力」育成について    

 

〇 子どもたちに自立する力と共に生きる力を育成することを目指して、「みえの学

力向上県民運動」（平成２４年度～平成２７年度）がスタートしているが、グロー

バル社会で求められる力を育成する観点からの取組を具体化していく必要がある。

特に「将来の夢や目標をもち、失敗をおそれず挑戦する子ども」を育てていくため、

チャレンジ精神や「志」の育成を図るとともに、社会的・職業的自立に向けて必要

な力の育成に力を入れていく必要がある。 

 

〇 目的意識の向上や郷土に対する誇り・愛情等の涵養をめざし、体系的なキャリア

教育や、郷土教育・道徳教育のための教材づくり等を進めている。今後は、従来の

取組に加え、課題解決力や発信力を含むコミュニケーション力の育成をより意識し

た取組を進めていく必要があるとともに、これを基礎とした異文化理解の促進、さ

らには、将来を担う若者同士の絆と向上心を高めていく必要がある。 

 

〇 海外での事業展開をめざす次世代経営者にとって、グローバルビジネスに必要な

スキル・知識等が求められており、より実践的に学ぶ機会が必要である。また、国

際競争を勝ち抜くために必要となる新たな技術や専門的知識等について、日本を代

表する講師陣による講座などを活用しながら、グローバル化に対応できる人材の育

成を推進する必要がある。 

 

〇 農林水産物等の輸出入の拡大や諸外国との人材交流の進展など、グローバル化に

対応できる農林水産事業者の育成に取り組むとともに、農林水産業への就労希望者

等に対して、海外展開も視野に入れた知識や技能の習得を進めていく必要がある。 

 

〇 多文化共生社会の実現や国際貢献の推進者として、多様な主体を対象に国際理解

研修や啓発事業を実施している。今後は、さらに異文化の理解、多文化共生を促進

するため、他国の文化等の情報発信や、多様な生活スタイルや考え方を体験的に学

習できる場づくりに取り組む必要がある。 

  



 

 

 

 

 

て「語学力（２）主として「語学力」育成について    

 

〇 小学校では外国語活動が実施されているが、指導内容や指導方法が十分に確立さ

れているわけではない。早い段階からの外国語教育の充実が喫緊の課題となる中、

小学校における外国語活動の指導方策の充実に向けた研究等を進める必要がある。 

 

○ 英語学習で養うべき「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の４つ

の領域のうち、中学校では、「聞くこと」「話すこと」の活動が以前より活発に行

われている傾向がある一方、高等学校では、「読むこと」「書くこと」が中心の学

習となっている傾向がある。読んだことをもとに書く、聞いたことをもとに話すな

ど、４つの領域の言語活動を有機的に関連付けつつ総合的に学習するとともに、小

学校・中学校・高等学校の系統性も意識した英語学習の方策の構築や、教員の英語

運用力・指導の専門性の向上を図る必要がある。 

 

○ 中学校においては、英語の必要性を感じているものの、学年が進むにつれて英語

が好きな生徒が減少する傾向が見られることから、ＡＬＴやＩＣＴ機器などを積極

的に活用し、日常的に英語にふれる機会を増やすなど、授業時間外も含めた英語の

使用環境を創出・拡大する必要がある。  

特に高等学校においては、基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図る中で、

職業系専門学科も含めて、英語力向上に向けた取組を進める必要がある。 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    



 

 

    

３３    おける取組おける取組三重県における取組の方向性と特徴三重県における取組の方向性と特徴    

 

  本プランは、計画期間を３年（平成２６年度から平成２８年度）とし、グローバル

社会で求められる３つの力に対応した取組を重点的に展開していく。  

特に、子どもたちが将来自立した社会人となるための基盤づくりとなる義務教育及

び後期中等教育（小学校～高等学校）における取組を重視しつつ、生涯を通じた成長・

発達段階に留意して取組を進めるとともに、学校と地域住民及び企業等との連携協力、

異年齢交流を通じた人間的成長の促進、発信力の育成等を意識し、三重と世界、そし

て未来をつなぐ人づくりを進めていく。 

 

性」に係る（１）「主体性」に係る取組 る力）（自ら考え判断し主体的に行動する力）    

 

   上記の現状と課題を踏まえ、以下を「主体性」についての取組の柱として施策を

展開していく。 

① チャレンジ精神・目的意識の向上 

② 「志」の育成（特に、グローバルマインド、持続可能な社会づくりへの貢

献） 

③ 課題解決力の向上 

④ 専門的知識・技術の習得 

         

力」に係る（２）「共育力」に係る取組 創造する力（共に成長しながら新しい社会を創造する力）    

    

   上記の現状と課題を踏まえ、以下を「共育力」についての取組の柱として施策を

展開していく。 

① 発信型の郷土教育 

② 異文化理解・多文化共生の促進 

③ 将来を担う若者同士のつながり 

④ コミュニケーション・スキルの向上 

   

力」に係る（３）「語学力」に係る取組 ションを図（外国語で積極的にコミュニケーションを図る力）    

 

   上記の現状と課題を踏まえ、以下を「語学力」についての取組の柱として施策を

展開していく。 

① 英語指導モデルの構築（小学校からの英語教育の充実） 

② 教員等の英語運用力・専門性の向上 

③ 英語使用環境の創出・拡大 

④ 英語人口の裾野拡大 









 

 

インターンシップ等の長期就労体験システムを導入することにより、大学生等にお

ける農林水産業への就労に向けた意欲の向上と知識・技能の習得を図るとともに、

海外に目を向け、積極的にチャレンジしていける人材の育成につなげる。 

 

✪    雇用創造プ戦略産業雇用創造プロジェクト【対象：社】 

国際競争を勝ち抜くために必要となる新たな技術や専門的知識等について、国内

大学等との連携による講座やＳＳＣＣ（サウスシアトルコミュニティカレッジ）と

の連携を通じて、グローバルな視点を併せ持った人材の育成を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











 

 

✪    センティブ英語インセンティブ向上事業【対象：小中高】    

県内で行われる国際イベント（スポーツ大会を含む）等における外国人選手との

交流や、ＡＬＴや留学生等との料理教室の実施など、子どもたちが英語を「もっと

話せるようになりたい」と思える機会を創出する。 

 

✪✪    高校生高校生 英語力養成英語力養成の英語力養成の英語力養成【対象：高】    

「日常英会話講座（英検準２級合格を目指す）」「標準英会話講座（英検２級合

格を目指す）」を実施することで、県内の高校生に「求められる英語力」を確実に

身につけさせる。 














